
令和３年３月７日 
 

第 56 回全国交歓京都大会における新型コロナウイルス感染防止対策ガイドライン 
 

京都府高等学校体育連盟 
バスケットボール専門部 

 
 本専門部では、JBA バスケットボール事業・活動実施ガイドライン第 3 版（2021 年 1 月 20 日）及び

２京高体連第 2 号「緊急事態宣言発出に伴う京都府高等学校体育連盟主催大会の実施について（通知）」

（令和３年 1 月 14 日付）の内容に基づき、以下のように感染防止対策を講じます。大会参加者に周知・

徹底していただきますようお願いいたします。 
 
1 大会運営全般について 

(1) すべての試合を無観客とします。会場に入ることができるのは、顧問・コーチ・学校関係者・選手

及び大会役員のみとし、報道関係者等は大会本部の許可を得るものとします。保護者などの観戦も

禁止します。 
新型コロナウイルス感染防止のため、各チームできるだけ参加生徒数を絞っていただくよう御協

力をお願いいたします。試合終了後はできるだけ早く退館してください。 
(2) チーム及び選手の参加可否は所属校長が判断してください。 
(3) 万が一感染が発生したときには、保健所からの要請に従い、感染拡大防止に協力してください。 
(4) 消毒等感染防止に必要な物品は、本専門部が準備します。 

 
２ 会場及び参加者の感染防止対策について 

(1) 換気のため、窓は常時開放します。 
(2) 参加者は、常時マスクを着用し、試合中も、ベンチにいるときは体調に留意しながらできるだけマ

スクを着用してください。ＴＯ・ＣＫについても同様です。 
また、手洗い・手指消毒を徹底して下さい。特に飲食物を手にする前には必ず手洗い、手指消毒を

してください。手洗い後は飛沫がとばないよう、持参のタオルで手を拭いてください。 
観客席では、チームごとにまとまって、一席ずつ間隔をあけて着席し、座席を移動することのない

ようにしてください。昼食時は、自席で前を向いて、会話をせずに食事をして下さい。その他、ロビ

ーなどでもロビー等でもグループ間は一席（立席の場合１ｍ）空けるなどソーシャルディスタンスを

心がけてください。 
(3) ハーフアップはなしとします。 
(4)アップ時等の掛け声も禁止します。ベンチで声を出しての応援も行わないでください（ベンチから

の指示等は行っても構いませんが、飛沫防止に十分配慮して下さい） 
(5) 試合前後または試合中に、握手、ハイタッチなどの接触は避けてください。 
(6) 水分補給を行うときは、各自のペットボトルや使い捨て紙コップなどを用意し、飲み回し等を行わ

ないようにすること。 
(7) 各ゲーム終了後、ベンチを移動するときは、使用したチームが消毒を行ってください。ＴＯ席につ

いても同様です。トイレや更衣室などの共用部分の消毒は、定期的に大会本部が行います。 
(8) 顧問の先生は、選手のコンディションを十分把握し、傷害の防止に努めてください。 
(9) 接触確認アプリをご自身のスマートフォンにインストールして利用いただきますようお願いしま

す。（「新型コロナウイルス接触確認アプリ COCOA」 若しくは「京都府新型コロナウイルス緊急



連絡サービス こことろ」） 
 

３ 入館時の健康チェックについて 
(1) 添付の健康チェックシート（様式１）、健康チェック一覧表（様式２）、健康チェック提出用紙（様

式３）に必要事項を記入（様式３は要押印）し、両日とも入館時に提出してください。 
 入館時に検温と提出用紙の確認を行いますので、選手の整列指導など御協力をお願いいたします。 

   (2)更衣室には必ず顧問の先生が入口まで付き添い、室内の込み具合により人数を制限し、生徒が速や

かに更衣するよう御指導ください。 
(3)体調不良者への対応について 

入館時の検温について、非接触式体温計で 2 度計測しても 37.5℃以上の場合は、電子体温計を用

いてわきの下で検温し、それでも、37.5℃以上の場合は、体調不良者と判断します。新型コロナウイ

ルス感染が疑われる体調不良への対応については、ＪＢＡガイドライン第 3 版 P11 を御参照くださ

い。（以下抜粋） 

上記記述に基づき、該当するチームは出場を辞退して下さい。 
上記「体調不良者との接触」には試合中も含まれます。 

 
４ その他 
(1) 試合４日前～試合当日において、感染または感染の疑いがある場合、また、大会終了後２週間以内

に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、大会感染対策責任者（福嶋一夫 京都府立鳥羽高等

学校 075-672- 6788）に御報告下さい。 
(2) 記載内容については、各校顧問から生徒や保護者に連絡し、遵守するようにしてください。 
(3) 審判は原則ホイッスルカバーを着用してください。またマスク着用の上、電子ホイッスルの使用も

可とします。 
(4) 山城総合運動公園体育館では、玄関前でのボールを使ったアップは禁止します。 
(5) 会場でのタイムスケジュールについては、別紙スケジュール表に従ってください。 

【体調不良の基準】 
1. 息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱などの強い症状のいずれかがある場合。 
2. 重症化しやすい方（高齢者や基礎疾患がある人）で、発熱やせきなどの比較的軽い風邪症

状がある場合。 
3. 比較的軽い風邪が続く。 
発症から数えて 2 日および症状消失後より数えて 3 日間は活動を休むことを推奨します。 
【上記の目安に該当する体調不良者が出た場合のチーム活動について】 

 発症の前日または前々日までチーム活動があった場合、体調不良者（陽性か陰性かが判断で

きない）と接触しているため、チーム活動を最低 2 日間行わないことを推奨します。 


